
 平成 １９ 年５ 月 ２２ 日 

各      位 

会 社 名  名 港 海 運 株 式 会 社 

代表者名  取締役社長  三 輪 尚 治 
（コード番号 ９３５７  名証第２ 部） 

問合せ先  常務取締役 鶴賀 正治            

（TEL．052 － 661 －8563 ） 

剰余金の配当（増配）に関するお知らせ 

 当社は、平成１９年５月２２日開催の取締役会において、下記のとおり平成１９年３月３１日を基

準日とする剰余金の配当を行うことを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 なお本件は、平成１９年６月２８日開催予定の第８４回定時株主総会に付議する予定です。 

記 

１．配当の内容  

 決定額 
直近の配当予想 

（平成 18 年 11 月 9 日公表） 

前期実績 

（平成 18 年 3 月期） 

基準日 平成 19 年 3 月 31 日 同左 平成 18 年 3 月 31 日 

１ 株当た り       

配当金 
12 円 50 銭 10 円 00 銭 10 円 00 銭 

配当金の総額 394 百万円 － 317 百万円 

効力発生日 平成 19 年 6 月 29 日 － 平成 18 年 6 月 30 日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

２．理由 

 

（参考）年間配当の内訳 

 1 株当たり配当金（円） 

基 準 日 中間期末 期末 年間 

当 期 実 績 7 円 50 銭 

12 円 50 銭  

（普通配当 7円 50銭） 

（記念配当 5円 00銭） 

20 円 00 銭 

（普通配当 15 円 00 銭） 

（記念配当  5 円 00 銭） 

前 期 実 績 

( 平成１８年３月期 ) 
7 円 50 銭 

10 円 00 銭 

（普通配当 7円 50銭） 

（特別配当 2円 50銭） 

17 円 50 銭 

（普通配当 15 円 00 銭）

（特別配当  2 円 50 銭） 

以 上 

当社の剰余金の配当に関しましては、企業体質の一層の充実強化と収益力の向上を図り、株

主の皆様へ安定的な配当を継続して行うことを基本方針とした上で、中長期的展望に立った新

規事業計画、合理化のための投資等、企業体質と競争力の更なる強化を考慮し、配当を行って

いく方針としております。この基本方針に基づき、当期の期末配当金につきましては、１株に

つき普通配当 7 円 50 銭に、本年の名古屋港開港 100 周年を記念した記念配当の 5 円を加えて、

合計１株につき 12 円 50 銭にいたしたいと存じます。 


